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-業務概要- 

１ 業務の目的 

大雪山国立公園は北海道の中央部に位置する日本最大の山岳公園である。本公園は登山

等のアクティビティで利用されており、とりわけ本業務の実施場所である旭岳周辺登山道

は利用者数が多い。しかしながら当該登山道や付近の裏旭野営指定地にはトイレが設置さ

れておらず、野外へのし尿やティッシュペーパーの残置が散見される。 

大雪山国立公園では 2018 年 7 月に「携帯トイレ普及宣言」が発出され、携帯トイレの普

及、野外へのし尿排泄防止に向けた取組が進められている。特に過去二カ年は旭岳周辺登山

道において、「大雪山国立公園旭岳周辺登山道における携帯トイレブース効果検証業務」が

実施され、環境面と利用面における携帯トイレブースの有効性、設置や維持管理方法や頻度

について調査・取組が実施された。また、その業務ではし尿痕や放置されたティッシュは携

帯トイレブース設置箇所周辺では明らかに減少していた一方、携帯トイレブースの設置場

所によっては携帯トイレブース内部の汚損が目立つという結果が得られた。 

かかる現状に際し、本業務では、携帯トイレブースや目隠し用衝立の仮設、し尿の痕跡調

査を行う。そして仮設等にかかる利用状況の変化等をふまえ、旭岳周辺登山道における携帯

トイレブース等設置による効果を検証する。検証を通じ、今後の旭岳周辺登山道における山

岳トイレのあり方を検討し、提案することを目的とする。 

 

２ 業務の内容 

（１）実施場所 

北海道上川郡東川町 旭岳周辺登山道 

とりわけ、①裏旭野営指定地 

②裾合分岐 

③旭岳 9 合目 

（位置図１） 

 

（２）実施項目 

１）業務計画書の作成 

２）裏旭野営指定地の利用状況調査及び携帯トイレブースの仮設 

３）目隠し用衝立の仮設 

４）し尿の痕跡調査 

５）業務完了報告書の作成 

 

１ 業務計画書の作成 

 

令和６年６月 25 日、業務計画書を作成・提出し環境省担当官より承諾を得た。 
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２ 裏旭野営指定地の利用状況調査及び携帯トイレブースの仮設 

 

１ 裏旭野営指定地及び携帯トイレブースの利用状況調査 

１. 概要 

裏旭野営指定地の現状を把握するため、利用量や利用に関する問題、大雪山登山の中でど

のように利用されているか等を調査する。 

また本業務で仮設した携帯トイレブースの利用状況についても調査し、携帯トイレブース

の有効性、今後の設置や維持管理について検討する。 

 

２. 実施内容 

調査項目 

・利用者数 

・テント数 

・テント設営位置 

・携帯トイレブース利用状況 

・野営指定地外への立入り、し尿痕   …等 

方法 

・自動撮影カメラ設置 

野営指定地内の携帯トイレブース屋根部分に自動撮影カメラ（環境省東川管理官事務

所より借用）を設置した。 

自動撮影カメラは、野営指定地入口部分を除くテント設営スペース全体及びテント設

営される可能性の高い周辺部が画角に入るよう調整した。 

設置期間：令和６年 7 月 19 日〜９月 30 日 

撮影時間：3:00〜8:30 ／ 15:00〜20:00 （30 分間隔で撮影） 

※ 可能な限り正確な数を把握するため、朝／夜のテント数を記録した。 

調査項目：・テント数 

・テント設営位置 

  自動撮影カメラ設置位置 
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・滞在調査 

利用状況の実態を把握するため、7〜9 月の間で全９回（２泊 3 日）、裏旭野営指定地

に宿泊した。 

宿泊利用者数やし尿痕等を記録するとともに、利用者を対象にヒアリング調査を行っ

た。 

実施日：7 月 13〜15 日 ／ 16〜18 日 ／ 26〜28 日 

        8 月 10〜12 日 ／ 16〜18 日 ／ 20〜22 日 

    9 月 6〜8 日 ／ 14〜16 日 ／ 21〜23 日 

２泊 3 日×全９回  合計 27 日間（18 泊） 

 

 調査項目：・利用者数 

・１テントあたりの宿泊者数 

・携帯トイレブースの利用回数、利用状況 

・野営指定地外への立入り 

・し尿痕 

・利用者数の算出方法 

滞在調査で記録した１テントあたりの宿泊者数の平均値を算出し、自動撮影カメラで

撮影した写真の中に写っているテントの数を掛け合わせ、利用者数を算出する。 
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３. 結果 

① テント数・利用者数 

⚫ 自動撮影カメラの結果 （テント数） 

 

＊ カメラに付着した水滴（結露）、ガス、日没等により正確なテント数が把握できない日

があった。特に 9 月 20 日については 17:00〜翌日 8:00 全ての時刻で状況が判別でき

ず、16:30 の時点で 0 であったため 0 とした。 

 

 テント数合計（7 月 19 日〜9 月 29 日 73 日間）： 168 張 

 

⚫ 滞在調査の結果 （１テントあたりの人数・利用者数） 

 

 １テントあたりの人数平均： 1.36 人 

 

⚫ 利用者数合計 

 7 月 19 日〜9 月 29 日（73 日間）： 約 228 人（168×1.36=228.48） 

 

・ 最もテント数が多かったのは 7 月の３連休（13~15 日）であり、次いで 8 月の３連休

（10~12 日）の中日となった。 

・ 自動撮影カメラ及び滞在調査により、日没後に到着する登山者も度々確認された。 

7 月 13 日、7 月 28 日、8 月 13 日、8 月 28 日、9 月 6 日、9 月 21 日、9 月 22 日 
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② テント設営位置 

※ 野営指定地の正確な敷地は不明だが現在ロープが設置されている部分とし、赤の破線

（写真）で示した。 

⚫ 自動撮影カメラ 写真一例 

 

 

テント数 ４：8月 12 日 

テント数 ５：8 月 24 日 
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テント数 ６：9月 9日 

テント数 ８：8 月 10日 

テント数 12：9 月 21 日 

…調査員テント(緑) 
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テント数 18：8 月 11日 

テント数 22：7 月 13日 

テント数 22：7 月 14日 

…野営指定地外への設営 
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⚫ 野営指定地外におけるテント設営について 

テント数 22 張の 7 月 13 日及び 14 日においては、野営指定地外へのテント設営が複数あ

った。この場所は水場となる沢を挟んで野営指定地の反対側（旭岳側）にあたる。以前か

らテント設営に使われていたと見られ植生がなく、風避けの石積みが作られている。 

この場所に設営されたテント数は、7 月 13 日は７張、7 月 14 日は５張であった。 

 

 

・野営指定地外テント設営箇所（A・B・C）の状況 

 

 

7月 13 日 18:30 熊ヶ岳側登山道より 

 
自動撮影カメラ 

 A 
B C 

A 

 

B 
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テント設営による洗掘等はなくテントは全て植生のない箇所に設営されていたが、設営箇

所までは踏み分け道ができている。 

自動撮影カメラ設置期間中、野営指定地外のその他の箇所でテント設営はなかった。 

 

 

 

③ 携帯トイレブースの利用状況（宿泊利用者） 

⚫ 利用回数計測カウンタの数値 

携帯トイレフ―゙スに設置した利用回数計測カウンタの数値を記録した。記録は通過登山者

の利用がほとんどなくなる 17:00 頃及び翌 8:00 頃の２回行い、カウンタの増加数と宿泊者

数を比較した。 

 

＊ 9 月 6 日、計測カウンタが錆で動きにくくなっており、正確な計測ができなかった。

（翌 9 月 7 日朝に錆除去。） 

＊ 9 月 21 日、計測カウンタが凍結し、夜間の計測ができなかった。 

 

  

ヒアリング調査 

 野営指定地外にテントを設営した理由 

・テントを張るのに他に良い場所がなかった。（7 月 13 日 17:00） 

・石積みがあったから。（7 月 14 日 16:10） 

・平坦な場所がよかったから。（7 月 14 日 16:40） 

C 
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⚫ 野営指定地外への立入り 

・7 月 14 日 1 人 熊ヶ岳斜面 野営指定地から約 50 メートル（女性） 

・8 月 11 日 2 人 沢の下流（男性） 

・8 月 17 日 2 人 野営指定地奥のテント設営場所付近（男性） 

・8 月 20 日 1 人 野営指定地奥 

  

 

 

 

 

  

ヒアリング調査（宿泊利用者のトイレに関する行動・認識） 

 携帯トイレブース以外にどこで携帯トイレを使用したか 

・裏旭野営指定地の周辺。（8 月 22 日 5:40） 

・雨だったのでテント付近で隠れて携帯トイレを使用した。（9 月 16 日 4:25） 

 その他 

・大便はしない。小便はその辺でする。今回は携帯トイレは持って来なかった。 

・携帯トイレブースは 3 回使用した。 

7月 14 日 

 

8月 17日 

 

 

・ 利用者数計測カウンタの数値は宿泊者数と比較すると少ない日が多いが、頻繁

に使用されている日もある。野営指定地外への立入りやヒアリング調査の結果

も考慮すると、携帯トイレブースまたは携帯トイレを、大便では使用するが小

便では使用しない人も多いと推測する。一方で、１泊で 3 回使用したと言う人

もおり、トイレに関する認識は登山者により大きな差がある。 

・ 計測カウンタの不調により正確な計測ができなかった日もあり、利用者がカウ

ンタを押し忘れることが少なからずあることも確認している。 

 

摘要と考察  …携帯トイレ及び携帯トイレブースの利用状況について 
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④ し尿痕の調査／回収 

6 月 19 日〜9 月 30 日の間で 12 回し尿痕の調査を行い、確認したし尿痕を回収した。 

調査場所：❶裏旭野営指定地周辺 

❷裏旭野営指定地↔︎間宮岳分岐の登山道沿い 

 

 

 

裏旭野営指定地 

＊し尿痕写真：資料編 P28~ 参照 

 

※ 参考：令和５年度し尿痕調査結果 
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※ 8 月 30 日、裏旭野営指定地付近のし尿痕（7 月 14 日）があった箇所から、野菜（お

そらくトマト）と見られる植物が多数発芽しているのを確認した。 

 

 
 

 

9 月 16 日には全て枯れてなくなった。 

 

 

 

 

8月 30 日 

 

9月 16 日 

 

７月 14 日 
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・ 野営指定地周辺では大便が多い。旧来の登山スタイルや他の山域の習慣等か

ら、大便であっても携帯トイレを使用しない登山者は一定数存在する。また携

帯トイレブースが設置されている場合、周知されることが重要である。 

・ 登山道沿いでは特にティッシュが多く、通過登山者によるものが多いと考えら

れる。野営指定地に携帯トイレブース設置後も頻繁に確認された。調査場所は

裏旭野営指定地（携帯トイレブース）から 30 分以内の場所である。ティッシ

ュを残置していることから、山のルールやマナーを意識していない登山者によ

るものであり、携帯トイレを持っていないためにトイレフ―゙スが利用できなか

ったものと推測する。 

 

摘要と考察  …裏旭野営指定地及び登山道周辺のし尿痕について 
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２ 携帯トイレブースの仮設 

１. 概要 

裏旭野営指定地において携帯トイレブース１基を設置した。携帯トイレブースには利用

者用の清掃用具を備え、適正利用のため使用方法等を多言語で説明した掲示物を掲出し

た。 

携帯トイレブースは定期的に点検/清掃を行い、汚損等について記録した。 

点検/清掃時には、利用者を主な対象としてヒアリングを行った。 

 

２. 実施内容・結果 

① 設置／解体 

設置場所：裏旭野営指定地 

 

設置期間：令和６年 6 月 28 日〜9 月 30 日 

携帯トイレブースは「令和 5 年度 旭岳周辺登山道における携帯トイレブース設置効果検証

業務」で製作し設置場所に保管していたものを使用した。 

 

⚫ 設置 

作業日：6 月 28 日 

 

（設置前） 

設置場所で保管中の 

携帯トイレブース資材 



 16 / 63 

 

 

 

・ ブースの向きと錠の変更 

令和 5 年度には強風により 2 回ドアが外れたため、令和 6 年度は入口の向きを 45°

程度変更し、ラッチ付きの錠とドアノブに取り替えた。 

 

 

・ 夜間の視認性 

設置場所は野営指定地であり夜間の利用が想定される。視認性を上げるため、支線ワ

イヤーにピンク色の目印を取付けた。 

 

 

（設置後） 

組み立てた携帯トイレブース 

ラッチ錠 

支線ワイヤーと目印 
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・ 携帯トイレブースの表示 

携帯トイレブースの汚損防止のため、ドア及び便座内に携帯トイレブースであること

と携帯トイレが必要であることの表示を４ヶ国語（日・英・中・韓）で表示した。 

また試験設置中であることの説明も掲出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドアの表示 

内部に配置した便座と 

便座のネットに入れた注意書き 
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・ 清掃用具の設置 

利用者が軽度の汚れを除去できるよう、携帯トイレブース内に ウェットティッシュ・

次亜塩素酸水・ビニール手袋 を備えた。 

・ 多言語表示 

携帯トイレブースの適正利用のため、携帯トイレ使用方法や使用済み携帯トイレの回

収場所等を４ヶ国語（日・英・中・韓）で掲出した。 

・ 情報提供先の表示 

著しい汚損等があった場合に利用者から情報提供してもらえるよう、情報提供先の案

内を掲出した。 

情報提供先内容：環境省東川管理官事務所 

旭岳ビジターセンター 

ロープウェイ姿見駅案内カウンター 

情報提供用アプリ QR コード（令和 5 年度業務で作成） 

 

 

  

・携帯トイレ使用方法 

・情報提供先 

 （情報提供用 QRコード） 

・利用者用の清掃用具 
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・ 利用回数計測カウンタの設置 

おおまかな利用回数を把握するため、利用者が押下する計測カウンターを設置した。

カウンタはリセットつまみを固定して誤作動を防止した。 

 
利用回数計測カウンタ 

To p revent the d oor f rom  b eing  b lown away b y the w ind , p lease secure it w ith  a co rd  af ter use. 

"Please secure the d oor w ith  a cord  af ter use, as it m ay f ly op en  in  the w ind ." 

Af ter use,  p lease secure the d oor w ith  a cord  to  p revent it f rom  b eing  b lown away b y the w ind . 

⾵⾶︑

使⽤後 

︒ 

使⽤⽅ 

回 

押︒ 


























































































